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「はじめに」

　我が国は世界にも類を見ない超高齢社会を迎えてい

ます。内閣府高齢社会白書によれば、2020年の高齢化

率（65歳以上の高齢者の人口に対する割合）は28.9％

であり、団塊の世代の高齢者が全て75歳以上の後期高

齢者となる2025年には高齢化率は30％に達し（約

3,500万人）、2065年には40％にも近づくと予測されて

います。これに伴って医療費も飛躍的に増加しており、厚生

労働省としても早急の対応を求められています。高齢者が

増えることによって加齢性難聴が増加することは当然のこ

とであり、国立長寿医療センターが行っているコホート研究

（NILS-LSA第6次調査（2008-2010））でも65歳以

上の高齢者の難聴者は1,500万人以上になると推計さ

れています。また、世界的にも難聴者の増加が危惧され

ており、WHOは2018年に4.66億人であった難聴者

が2030年に6.3億人、2050年には9.0億人に急増す

るとして難聴対策が喫緊の世界的課題になっていると

指摘しています。

　「聞こえ」の重要性はコミュニケーションとの関わりに

あります。「聞こえ」の裏側には「言語（言葉）」があり、

我々は言葉を聞いて、頭の中でその言葉を理解し、自分

の言葉として相手に返していますが、このようなプロセ

スでコミュニケーションを行っています。頭の中で聞い

た言葉を理解する際には必ず楽しい、嬉しい、悲しい、不

快だといった感情（情動）が伴うなど、常に複雑な高次脳

機能が働き、これが認知機能にも影響することは明らか

です。難聴は「微笑みの障害」と呼ばれるように、会話で

聞き取れないと、何度も聞き返すことを避けて笑ってご

まかしてしまうことも少なくありません。このため相手か

ら誤解されたり、疎外されたりして社会的に孤立するよ

うになり、コミュニケーションが減少、認知機能が低下、う

つが進むことになると考えられます。障害調整生命年

（disability-adjusted life year:DALY）による分析に

よれば、我が国の疾患群では認知症をはじめとする精神

神経疾患のインパクトが悪性腫瘍や心血管病を抜いて

1位となっており、2015年、厚生労働省は「認知症施策

推進総合戦略～認知症高齢者等にやさしい地域づくり

に向けて～」、通称新オレンジプランを発表しました。

2017年、アルツハイマー病協会国際会議（Alzheimer's 

Association International Conference）（AAIC 2017）

はグローバルな認知症症例の3分の1以上（35%）が、

個人のリスクに影響を与える生活習慣要因に対処する

ことで予防できる可能性があると報告し、35%のうち、

中年期に難聴に対して介入で9%修正可能とし、全ての

修正可能なリスク要因の中で難聴が最も高いリスク要

因であることを報告したことによって、高齢者の難聴（加

齢性難聴）に対する早期介入が極めて重要であることが

世界的にも認識されました。これらの現状から特に高齢

者の難聴に対する医療的、社会的介入が重要な課題と

なっていることは明らかです。高齢者の難聴による社会

的孤立を防ぐためには三位一体の対応が必要とされて

います。第一に、難聴の的確な診断、そして介入が必要

な加齢性難聴と診断された場合には可及的早期に補聴

器適合を行うことです。しかし、それだけでは十分ではな

く、単に補聴器を装用するだけではなく、補聴器装用に

よる聴覚トレーニングを行うことも重要です。また、独居

の高齢者が増加する中で、なるべく双方向的な会話をす

る機会が多くなるような地域的なコミュニティを整備す

ることも行政的な課題となっています。

　さて、このような現状の中で、厚生労働省老健局の補

助金事業として「令和２年度高齢者に対する補聴器の

フィッティングに関する調査研究事業」を、一般社団法人

日本補聴器販売店協会を中心に行うことになり、この調

査研究事業の成果を、「補聴器販売従事者のための手引

き【高齢者に対する補聴器フィッティングの留意点】」と

して報告、発表することになりました。本手引きは基礎知

識としての高齢者の特徴、認知症の基礎知識、高齢者と

の接し方、調査研究事業としての中心的事業である認定

補聴器技能者および高齢補聴器使用者（顧客）を対象と

したアンケート調査結果とその分析、認定補聴器専門店

での実地調査報告、そして調査研究事業のまとめとして

の提言と関連資料から構成されています。JapanTrakで

指摘されてきたように、我が国における欧米に比べて格

段に低い補聴器満足度、補聴器装用率の改善のために

広く活用されることを期待したいと思います。最後に綿

密に準備して本調査を行っていただいた皆様、本手引き

書のために執筆していただいた皆様に感謝申し上げ、本

手引き書の序文とさせていただきます。
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